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博士前期課程 秋季入学試験 

（2023 年 10 月 7 日実施） 

【専修科目】 

社会・文化研究 

 問１．以下の問いに答えなさい。 

① 貧困の世代的再生産とはどのようなことか、説明しなさい。 

 

② 相対的貧困の定義を述べ、1985 年以降の日本の相対的貧困率の推移について、その

増減の社会的背景も含めて説明しなさい。 

 

③ 日本の既婚女性の就労率および就労のありかたに関し、次のそれぞれの年代におけ

る特徴と、その特徴を作り出した社会的・文化的な背景について説明しなさい。 

A. 1970 年代 

B. 2010 年代 

 

④ 再生産労働とは何かを説明し、それが現代の日本社会においてどのようなところで

問題になっているかを論じなさい。 

 

問２．あなたが最も解決が必要だと考えるジェンダーの不平等について、以下の 3点を論じなさい。 

① それはどのような不平等か 

② あなたは、その不平等の原因がどこにあると考えるか 

③ あなたは、社会がどのようにその不平等をめぐる課題に取り組むことで、問題解決につ

なげられる可能性があると考えるか 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

【外国語】 

日本語  ※辞書 1 冊参照可 

問１． 次の文章を読み、１～４の問題に答えなさい。ただし、文中に登場する図表につい

ては、ここでは表示していない。 

 

バブル崩壊後に日本は低成長時代に入ったが、次の関心はなぜ低成長を迎えることになっ

たかである。その一つの要因は、（ 中略 ）労働人口の減少と、労働時間の減少という２

つの理由が重なっての総労働供給量の減少の結果であった。 

もう一つの重要な要因は、ここで分析する労働生産性の低下である。たとえ労働供給量が低

下しても、労働生産性（労働者一人あたりの生産額）が上昇しておれば、総生産量の低下を

阻止できて、成長率を高くすることは可能である。 

表１－１はⒶ衝撃的な事実を示している。①日本の経済成長の柱であった製造業における

労働生産性の、ここ 20 年間にわたる順位を提示した表である。1995（平成７）年と 2000

年にはなんと世界第 1 位という労働生産性の高さを誇っていた。この時期はⒷ為替相場に

おいて円高だったため、ドル表示の額は高くなるので多少割引く必要があるが、それにして

も高い労働生産性であった。この少し前の時代には「Japan as No. 1」と称されたほどの経

済の強さを誇っていた日本であった。 

[  ㋐  ]、その後徐々に順位を下げ、2005（平成 17）年には 8 位、2010（平成 22）年

には 11 位、2016（平成 28）年には 15 位にまで低下した。激しい凋落ぶりである。 

なぜ順位をこうも落としたのか。ちなみに 2018（平成 30）年は 16 位だった。日本の労働

生産性では、ごく最近の低下を除くと多少の増加傾向を示しているが、それ以上に、他の国

が劇的に労働生産性を高めたので、②日本の比較優位がなくなったのである。 

例えば最大の競争国であるアメリカは、2000 年に 7 万 8583 ドルだったのが 2016 年には

14 万 205 ドルに上昇しており、1.78 倍の増加率である。それに対して、日本は 8 万 5182

ドルから 9 万 9215 ドルへと、わずか 1.16 倍の増加率にすぎない。他の先進国も高い増加

率（例えばスウェーデン 1.71 倍、デンマーク 2.34 倍、ベルギー1.79 倍）であることがわか

る。その理由を追求する必要がある。この低い労働生産性こそが日本経済低迷の最大の理由

とみなしてよい。 

なぜ労働生産性が伸びなかったのか。第 1 に、③衆目の一致するところとして、企業が設備

投資を怠ったところに大きな原因がある。長期の不況により企業の収益額が減少し、株主還

元を求める声の高まりで配当性向を高めたことと、将来の不確実性を危惧してⒸ内部留保

を高めたことで、設備投資が停滞したのである。 

機械などの設備投資があると、労働とうまくマッチして生産性を高めることができる。労働

者の数を減少させても、機械装置の導入によって生産性を増加させることが可能である。資

本装備率の高まりが労働生産性の高まりに寄与することは、生産現場でも経済学の学問上



 

 

でも確認されているが、実際には設備投資がⒹ停滞し、労働生産性の伸びに貢献しなかった。 

第 2 に、機械やコンピューターといった物質的な設備投資の停滞に加えて、非物質的な投

資の遅れがめだったことが大きい。これは宮川努他「生産性向上と無形資産投資の役割」な

どで強調されていることである。非物質的、あるいは無形資産と呼ばれているのは、眼に見

える資産（機械やコンピューターを考えればよい）ではなく、研究開発、特許、商標、ブラ

ンド、ネットワーク、独自の業務スキル、人工知能などに代表されるような、眼に見えない

ものである。これと関係あるが、新商品の開発も停滞した。 

無形資産、あるいは非物質的な投資の欠如が、例えばアメリカの GAFA や、中国のファー

ウェイやアリババといった IT 企業と比較して、日本企業が④遅れをとった重要な理由であ

る。IT 分野での新技術の開発に遅れたと考えてよい。なぜ遅れたのか、それは次にのべる

ことと関係がある。 

第 3 に、日本の教育、特に大学教育に○E欠陥があった。図１－４は必ずしも大学教育に限

定してはいないが、経済成長への貢献に、労働者数の増加と一人あたりの質の向上がどう貢

献しているかを比較したものである。この図が示すように、日本の労働者の質の向上は極め

て限定的であった。（略） 

 

1. ［  ㋐  ］に入る接続詞を書きなさい。 

2. Ⓐ～○E の読みをひらがなで書きなさい。 

    Ⓐ衝撃的 

 Ⓑ為替相場 

    Ⓒ内部留保 

 Ⓓ停滞 

 ○E欠陥 

3. ①～④の表現を、文脈に沿って別の言葉で言い換えなさい。 

① 日本の経済成長の柱であった 

② 日本の比較優位がなくなった 

③ 衆目の一致するところ 

④ 遅れをとった                           

4. この文章の主題（テーマ）とその原因について、簡潔に要約しなさい。  

 

問２． あなたは日本のひとびとの働き方について、どのような印象を持っていますか。あ

なたの出身国のひとびとの働き方と比較しながら説明してください。  

 

 

 

 



 

 

博士前期課程 春季入学試験 

（2024 年 1 月 20 日実施） 

 

【専修科目】 

社会・文化研究① 

問１．以下の問いに答えなさい。 

① 「伝統的性別役割分業」とはどのような状態を指すか、説明しなさい。 

 

② シャドウ・ワーク、セカンド・シフト、再生産労働などのキーワードをジェンダー

の視点から見た場合、どのような問題があると指摘されているか説明しなさい。 

 

③ 日本における既婚女性の就労率に関し、以下の 2 点について説明しなさい。 

(ア) 1970 年代から今日までの間に、日本の既婚女性の就労率はどのように変化してき

たか。 

(イ) （ア）で述べた変化が生じた原因について、複数の要因から説明しなさい。 

 

社会・文化研究② 

問２． あなたが研究したいと考えている「格差に関する問題」に関し、以下の 3 点につい

て論じなさい。 

① それはどのような問題か。 

② その問題の原因のうち、あなたが特に注目するのはどのような点か。 

③ あなたは、社会政策がどのようにその問題を解決に導く可能性があると考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

国際・地域研究① 

Answer all questions. 

1. Choose one topic from the list below. Discuss your chosen topic using an idea 

flowchart and provide a detailed description. 

(a) Development Trends Across Decades Since the 1950s  

(b) Significance of Mangrove Forests in Mitigating Natural Disasters  

(c) Global Compact and the Imperative of Good Governance  

(d) The Vital Role of Regional Organizations  

(e) Transitioning from Millennium Development Goals (MDGs) to Sustainable 

Development Goals (SDGs) 

(f) Ecosystem Services and their Impact on Community Development  

(g) The Rights of Children from Global and Local Perspectives  

(h) Man-Made Disasters and the Necessity for Humanitarian Assistance  

(i) Refugees, Internally Displaced Persons (IDPs), and the Role of the UNHCR 

(j) ASEAN's Relevance in the Indo-Pacific and Asia-Pacific Contexts 

 

2. Write the full meaning or form of each acronym, initialism, or abbreviation 

provided below. 

 

ECOSOC: 

 

R2P: 

 

IAEA: 

 

NAFTA: 

 

OPEC: 

 

UDHR: 

 

WVI: 

 

HDI:  



 

 

 

OECD:  

 

IOM: 

 

 

3. Detail your research interests for pursuit, beginning with your background studies 

and preparations. Discuss your intended focus and outline your planned approach. 

 

 

国際・地域研究② 

21 世紀にはいり、国際社会では、「保護する責任」といった概念が受け入れられるようにな

ってきました。 

（1）「保護する責任」が提唱されるに至った背景について、具体的な紛争や事象を踏まえ、

1990 年代の国際情勢を説明してください。 

（2）「保護する責任」の原則とは何ですか。国家と国際社会の観点を踏まえ説明してくださ

い。 

（3）「保護する責任」とは、どのような責任を意味しますか。3 つあげて説明してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【外国語】 

日本語①  ※辞書 1 冊参照可 

問１． 次の文章を読み、１～４の問題に答えなさい。ただし、文中に登場する図表に

ついては、ここでは表示していない。 

 

国連は毎年のように各国の人の幸福度を数値化して発表している。人々に今の幸福度を 0（も

っとも不幸）から 10（もっとも幸福）までの数字で評価してもらい、その平均値を示している。

もともとの統計は合計 156 ヵ国が標本ではあるが、表 4-5 は最高レベルの国々、日本を含む G7

に加盟する先進国、アジア・アフリカ諸国のうち、20 ヵ国を抜粋した結果である。なお調査は

次の 6 つの指標（一人あたり GDP、社会的支援、健康寿命、人生における自由度、寛容さ、社

会の非腐敗度）の総合評価でなされている。 

まずは日本に注目してみよう。156 ヵ国中の 58 位なので真ん中の順位よりは高い幸福度であ

るが、それほど高くはない。先進国の集まりである G7 の国の中では最低順位である。なぜ日本

がそれほど高くないのか、次の理由を指摘できる。低成長時代にいるので生活の豊かさが感じら

れない、社会保障に代表される社会的支援の低迷、①官僚や政治の世界における腐敗などが原因

である。（略） 

特に幸福度が高いのは、フィンランド、デンマーク、ノルウェーなどの北欧諸国である。これ

らの国は福祉国家として有名であり、福祉制度、社会保障制度の充実ぶりが人々に安心感を与え

ており、それを高く評価していると考えてよい。重要なことは、北欧諸国については、福祉の充

実は国民に多額の税・社会保険料の負担を強いるが、国民は負担はしてもそれへの②見返りが大

きいと、政府を信頼しているのである。他の 5 つの指標においても高い評価とみなしてよい。 

日本以外の G7 の国々は、カナダの 9 位からイタリアの 36 位まで高い幸福度にいるので、先

進国の経済的な豊かさと自由度の高さを理解できる。国によって 6 つの指標の貢献度は異なる

と思われる。例えば、イギリスやアメリカは自由度への評価がほんの少しではあるが高く、ドイ

ツ、フランス、イタリアなどは北欧ほどではないが、社会的支援や非腐敗度の評価が高い。 

日本から見て関心の高い国、韓国、ロシア、中国などは、ほぼ日本人と同じ水準の幸福度であ

る。そうである理由も日本と同じと判断できるので、多くを語らない。 

興味のあるのはヒマラヤ山脈のふもとにある小国のブータンである。10 年以上前の昔であれ

ば、ブータンはアジアの中では飛び抜けて国民の幸福度が高い国として有名だったが、今や 95

位にまで低下している。ブータンはチベット仏教の影響によって、家族のメンバー間の絆が強い

ことや、信仰心の篤いことが高い幸福感の源泉であった。物質的なことよりも、人々の精神的な

結び付きが幸福であると考えられた。しかし、➊グローバル化と他国の情報の流入により、ブー

タンの人々は他の国の豊かさを知るところとなり、自分たちの貧困を認識してこのような低い

評価になったのである。 

ブータンに関するここでの解釈を側面から支持するのは、アジアやアフリカ諸国は総じて幸

福度が低い事実である。国民は貧乏であるし、福祉の充実はないので平均寿命は短く、政治や社

会が腐敗していることを、国民は知っているのである。 

 

 

 

 



 

 

1. 幸福度に関し、以下の 2 点について説明しなさい。 

（ア） 国連によって発表されている各国の人々の幸福度は、どのように測られていま

すか。 

（イ） 北欧諸国の幸福度に大きな影響を与える要素は何ですか。 

 

2. ①および②の表現を、文脈に沿って別の言葉で言い換えなさい。その際、具体的な例や

状態を用いて説明しても構わない。 

① 官僚や政治の世界における腐敗 

② 見返りが大きい 

                         

3. 昔とくらべ、ブータンの国民の幸福度が低下した原因は何か。本文中の➊波線部分の説

明について、具体例にどのようなことが起こったのかを自分の言葉で説明しなさい。  

 

4. この文章の主題（テーマ）は何か、簡潔に述べなさい。 

 

日本語②※辞書 1 冊参照可 

問 2．あなたの母国と比較した場合、日本の公共交通機関における乗客の態度や行動にはど

のような特徴があると感じますか。2 点挙げ、説明してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【外国語】 

英語①  ※辞書 1 冊参照可 

Central Asia’s Water Crisis Is Already Here 

 

① Over the course of 2023, Central Asia grappled with escalating challenges stemming 

from climate change, including disruptive weather patterns affecting long-standing 

agricultural practices and the melting of key glaciers impacting water resources. It was a 

particularly challenging year for the region.  

② For instance, in mid-summer 2023, Turkmenistan turned off fountains in the capital, 

citing a lack of water. In other parts of the country, locals consistently struggle with 

unsustainable fresh water supplies, live without fresh water for weeks, and are forced to 

buy water with their dwindling financial resources.  

③ In June 2023, Kazakhstan declared a state of emergency in Aktau as Caspian Sea water 

levels dropped to a critically low level. When residents of Astana organized an impromptu 

rally in the city center in July, they chanted “Give us water!”  

④ Kyrgyzstan and Uzbekistan have not been spared either. Residents of Bishkek staged 

small-scale rallies in the summer and the city government banned car washes, swimming 

pools, and bathhouses. In Uzbekistan, fresh water prices doubled in some regions.  

⑤ The Central Asian water crisis, the product of climate change, inefficient water 

management, and growing water consumption, is not just a hypothetical problem 

anymore – it is affecting all parts of the region, and it is happening now. The past year 

underscored a pressing need for comprehensive and sustainable climate action, prompting 

an exploration of adaptive strategies and the fostering of collaborative efforts to mitigate 

far-reaching consequences on both ecosystems and local communities. 

⑥ The Intergovernmental Panel on Climate Change (IPCC) reports Central Asia to be 

highly vulnerable to climate change given that the temperature in the region is rising faster 

than the global average. Between 1990 and 2020, the average annual temperature in some 

areas of Central Asia was at least 5 degrees Celsius warmer than it had been from 1960 

to 1979, with summers becoming drier and winters characterized by more rain. Projected 

climate models consistently indicate a warming trend, with average annual temperatures 

predicted to increase by 3-5 degrees C by 2080.  

⑦ As temperatures rise, livestock health is affected by heat stress, metabolic disorders, 

oxidative stress, and immune suppression, resulting in increased disease and mortality. 

For instance, in 2021, widespread droughts caused massive losses in livestock in western 

Kazakhstan, leading to at least 500 dead cattle in one village alone. Scientists predict that 



 

 

it will not be long until climate change leads to a further decrease in food availability 

across the entire region. 

⑧ The agricultural sector makes significant contributions to Central Asian economies: 

5.2 percent of GDP in Kazakhstan; 7.5 percent in Turkmenistan; 18.5 percent in 

Uzbekistan; 20.8 percent in Kyrgyzstan; and 23.3 percent in Tajikistan. In light of this, 

recent crop failures, caused by a heatwave and drought, will inevitably affect the region’s 

economies and its potential for growth and development.  

⑨ A further climate-related strain on Central Asian economies is migration. A 2021 

report from the World Bank estimated that the region could see as many as 5 million 

internal climate migrants by 2050. 

Answer only four out of the five questions provided below. 

1. Read the passage above to summarize it by listing only the main points.  

2. Refer to paragraph number ⑤ and ⑥ to paraphrase the contents in your 

own words.  

3. Answer the following questions after reading the passage above.  

a. Why did Kazakhstan declare a state of emergency in Aktau in June 

2023? 

b. In what ways is the Central Asian water crisis impacting local 

communities and ecosystems?  

c. How does rising temperatures affect livestock health, and what 

consequences does it have for the region? 

4. Translate paragraph number ⑦ and ⑧ into Japanese. 

5. Discuss the factors contributing to gender, racial or ethnic inequality in Japanese 

society. What are the potential solutions to such inequalities through education? Write your 

discussion in either English or Japanese. 


